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Ａ．火起こし体験

レトロ・レトロの体験フェスタ 2012

火起こし選手権

2012 年８月５日（日）13:00 ～ 16:00

※要事前予約

詳しくはホームページをご覧ください。

　「火」は、明かりを灯
とも

すため・お湯を沸
わ

かしたり料理をするため・寒い季節に暖まるた

めなどに、昔から利用されてきました。

　火を起こすには、いくつかの方法がありますが、「舞
ま

い錐
きり

式
しき

」の火起こしは、木と木を

こすり合わせて起きる、摩
ま

擦
さつ

による熱から火を起こす方法のひとつです。
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Ｂ．勾
まが

玉
たま

作り体験

レトロ・レトロの体験フェスタ 2012

勾玉作り体験

2012 年７月 22 日（日）フォレオ大津一里山

2012 年７月 29 日（日）イオンモール草津

各日 11:00/13:30/15:30　各回定員30名

当日開店時間より受付

詳しくはホームページをご覧ください。

勾玉は古代を代表するアクセサリー

　　　美しく作ってネ
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Ｃ．鍛
か

冶
じ

体験

レトロ・レトロの体験フェスタ 2012

鍛冶体験

2012 年７月 25 日（水）

2012 年８月 ８日（水）24 日（金）

各日　10:00/14:00　各回定員 20 名

※要事前予約

詳しくはホームページをご覧ください。
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このページで紹介した体験の詳しい情報は（公財）滋賀県文化財保護協会ホームページ（http://www.shiga-bunkazai.jp/）で掲載しています。

　鉄は、現在では建物や乗物そして生活の道具などにな

くてはならないものとなっています。世界で最初に鉄の

道具を使ったのは、今から 5000 年前のことで、宇宙か

ら来た隕
いん

鉄
てつ

を利用した可能性も言われています。

　日本で本格的に鉄を作りだしたのは、今から約 1600

年前の古墳時代と考えられています。古代の近江は、日

本有数の鉄生産地でした。近江で作られた鉄は、都の建

設などに使われました。

②の岩瀬谷古墳群や④の蛭子田遺跡からは鉄の道具も出土しているよ！見てみよう！！
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Ｄ．石
せき

鏃
ぞく

作り体験

レトロ・レトロの体験フェスタ 2012

石鏃作り体験

2012 年８月３日（金）17 日（金）22 日（水）

各日　10:00/14:00　定員各回 20 名

※要事前予約

詳しくはホームページをご覧ください。
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このページで紹介した体験の詳しい情報は（公財）滋賀県文化財保護協会ホームページ（http://www.shiga-bunkazai.jp/）で掲載しています。

　石鏃とは石でつくった矢じりのことで、矢の先にとりつけます。縄文

時代の始まりとともに弓が使われるようになり、シカやイノシシのよう

に大型で動きの速い動物や、空を飛ぶ鳥などをつかまえることができる

ようになりました。

⑤の下羽田遺跡からは本物の石鏃も出土しているよ！見てみよう！！
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Ｅ．染
そめ

物
もの

体験

レトロ・レトロの体験フェスタ 2012

染物体験

2012 年７月 27 日（金）８月 10 日（金）

各日　10:00/14:00　定員各回 20 名

※要事前予約

詳しくはホームページをご覧ください。
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このページで紹介した体験の詳しい情報は（公財）滋賀県文化財保護協会ホームページ（http://www.shiga-bunkazai.jp/）で掲載しています。

　最も古い染め物の方法は、岩石・土・草木の葉や花など、

色の出るものを直接布にこすりつける方法で、縄文時代

から行われていたようです。実際に染めた布は、佐賀

県吉
よし

野
の

ケ
が

里
り

遺跡から弥生時代中期（約 2000 年前）以降

のものが見つかっています。奈良時代になると、茜
あかね

草
ぐさ

・

紫
むらさき

草
ぐさ

・紅
べに

花
ばな

・刈
かり

安
やす

など、当時使われていたと思われる

染め物の材料が記録に残されています。

⑥の上御殿遺跡からは糸をつむぐための道具も出土しているよ！見てみよう！！
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①清
きよ

滝
たき

寺
でら

・能
のう

仁
にん

寺
じ

遺跡

　平成 22 年度から引き続いて、砂防工事に伴い

京
きょう

極
ごく

家第 7 代高
たか

詮
のり

の墓所である能仁寺跡を調査

しました。今回は、本
ほん

堂
どう

跡の南側に石組み溝で囲

まれた方
ほう

形
けい

区
く

画
かく

が確認されたほか、その下から庭
てい

園
えん

の一部もみつかりました。

★この遺跡の近くには…

史
し

跡
せき

清
きよ

滝
たき

寺
でら

京
きょう

極
ごく

家
け

墓
ぼ

所
しょ

は 38 基の石
せき

塔
とう

が立ち

並んでおり、見どころ満載です。

米原市清滝

本堂基壇の南側からみつかった２つの区画

基
き

壇
だん

：建物の基礎になる、石や土で築いた段
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本堂基壇

池跡 ( 下層 )

南東区画

南西区画

溜桝

石組溝３

石組溝２ 石組溝１

石組溝４

N

排水口

※くわしく知りたい人は係の人に聞いてね

庭跡はきれいに残ってなかっ

たけど、石を使った区画で寺

のお堂を整然と並べたようす

に圧倒されました。

　調査地は米原市清滝の能
の

仁
ね

寺
じ

谷
たに

と呼ばれる場所で、

史跡清滝寺京極家墓所に隣

接します。一昨年度の調査

では、室町時代の本堂基

壇・山
さん

門
もん

跡・石
いし

垣
がき

が付いた

参
さん

道
どう

などが確認されたこと

から、いいつたえのとおり、

京極家第７代高詮の墓所で

ある能仁寺跡でほぼ間違い

ないと考えられました。

　今回は本堂基壇※南側に

調査区を拡大したところ、

石組み溝は東西に並ぶ２ヶ所の方形区画を囲んで

いたことがわかりました。これらは本堂基壇と方

向が一致することから、本堂とともに能仁寺を構

成する建物の敷地と推定されます。今回の調査で

能仁寺の全体がほぼ明らかになりましたが、高詮

の墓跡は確認できませんでした。

　本堂基壇南西部の下層では３～５㎝ほどの川原

石が撒
ま

き敷
し

かれて、庭園の池跡とみられます。池

の大きさは東西約 3.7 ｍ、南北約 2.5 ｍで、岸に

は人の頭くらいの大きさの石を並べて護
ご

岸
がん

してい

たようですが、護岸石はほとんど失われています。

池の南東端には両側に自然石を配した排
はい

水
すい

口
こう

が残

り、そこから水が流れる溝の底には自然石をおい

てわずかな段差を設けて、水流にうねりを生じさ

せる工夫が施
ほどこ

されています。

　ほかにも川原石を敷き並べている場所がみつか

り、池のある庭が広がっていたようです。遺構の

切り合いから、本堂基壇によりも先に庭が作られ

たとわかり、能仁寺より先に庭を伴う風
ふう

雅
が

な施設

が建てられていたようです。

調査員の思い出

池跡に作られた排水口

みつかった庭園の池跡
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②岩
いわ

瀬
せ

谷
だに

古墳群
湖南市正

しょう

福
ふく

寺
じ

　湖南市正福寺の岩瀬谷古墳群で、砂防工事に伴

う発掘調査をおこないました。調査の結果、古墳

時代後期（6 世紀後葉～末葉頃）の古墳５基がみ

つかりました。横
よこ

穴
あな

式
しき

石
せき

室
しつ※が良好な状態で発

見され、そのうちの一基からは銀
ぎん

象
ぞう

嵌
がん

をほどこし

た刀の鐔
つば

1 点が出土しました。また、古墳群に隣

接する大砂川の川底で、矢
や

穴
あな※を残す岩が発見

され、このあたりが中世の石切り場であったこと

がわかりました。

横穴式石室：横方向に開口する石組みの墓
ぼ

室
しつ

矢穴：石を割るために彫
ほ

りこまれた穴

南向きの丘陵斜面に古墳が作られていました
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★この遺跡の近くには…

近くの正福寺塚穴古墳は県下で屈
くっ

指
し

の巨
きょ

石
せき

古

墳です。

　D1 号墳は直径 14 ～ 15 ｍ程度の円
えん

墳
ぷん

です。も

ともとは土
ど

饅
まん

頭
じゅう

のように土が盛られていました

が、長い年月のうちに流れだし、石室の天
てん

井
じょう

部
ぶ

が露
ろ

出
しゅつ

していました。

　みつかった古墳の内部には、石を積み上げた横

穴式石室が設置されていました。写真は入口から

奥の壁を見たところです。たくみに大小の石を組

み合わせて石室を作っています。

　D1 号墳の石室床面から銀象嵌鐔 1 点が出土し

ました。鐔とは、刀の柄と刀の身にはさんで、柄

を握る手を防御するための部品です。錆
さび

を落とし

たところ、鐔の側
そく

面
めん

で銀象嵌を確認しました。象

嵌とは銅・鉄などの金属に紋
もん

様
よう

を彫りこみ、そこ

に別の金属（金銀など）をはめ込む装
そう

飾
しょく

技
ぎ

法
ほう

で

す。今回出土した鐔は、側面に 2条の直線とその

間に勾
まが

玉
たま

のような紋様を銀象嵌であしらっていま

した。

　調査前には予想もしなかったのが矢穴石です。

矢穴石とは、石を一定の大きさに切り出すために

石に彫りこまれた穴を残した石のこと。石の切り

出し作業がおこなわれた証拠です。今回見つかっ

た矢穴石は、鎌倉時代や室町時代などの中世にさ

かのぼる各種の石造物の製作に用いられたと考え

られます。

調査地には細い山道しかなく、途中には川を渡

る箇所もあったので事故が心配でしたが、無事

に調査を終えることができました。調査地は埋

戻していませんので、石室

や矢穴石は見学可能です。

とっても静かないい場所

なので、ハイキングに

もってこいです（長靴は

お忘れなく）。

みつかった古墳の全景（D1 号墳）

みつかった古墳の石室（D1 号墳）

矢穴石

古墳から出土した銀
ぎん

象
ぞう

嵌
がん

鐔
つば

調査員の思い出
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③長
なが

畑
ばたけ

遺跡

　長畑遺跡は、犬上川が形成した扇状地上にあり

ます。昭和 58 年に工場を建設する時に発見され

ました。その時の調査では奈良時代から平安時代

にかけての大型掘
ほっ

立
たて

柱
ばしら

建
たて

物
もの※などがたくさんみ

つかり、この地域の豪
ごう

族
ぞく

に関係すると推定される

重要な遺跡であると判明しました。今回は、その

工場の増築に伴う調査です。

★この遺跡の近くには…

近くの甲良神社では、重要文化財の「権
ごん

殿
でん

」

を見学することができます。

犬上郡甲良町尼子

掘立柱建物や竪穴住居が集中してみつかりました。

掘立柱建物：地面に穴を掘り、その中に柱を立てた建物



体
験
学
習

遺
跡
案
内

遺
跡
探
訪

14※くわしく知りたい人は係の人に聞いてね

　見つかった遺構や遺物はそれほど多かったわ

けではないですが、煙道が残った竪穴住居だと

か、これまで私が調査した中で一番残りのいい

遺跡でした。それから、

工場の敷地内での調査

についても、私は初め

てで珍しく、お昼休み

に見学に来られた皆さ

んたちと話すこともし

ばしばありました。

　今回の調査は、昭和 58 年調査地の南東側で行

い、掘立柱建物や竪
たて

穴
あな

住
じゅう

居
きょ

・溝などの遺構がみ

つかりました。この遺跡の特徴は、遺構の残りが

とても良いことです。通常は、のちの時代に田ん

ぼなどを作るときに、もともとの地面を削って水

平にするので、遺構の残りがあまり良くないこと

が多いです。

　掘立柱建物は５棟がみつかりました。いずれも

昭和 58 年の調査で見つかったものと同様に、大

型の柱穴を持つ建物です。５棟のうちで最も床面

が広いものは、縦 6.4 ｍ、横 4.5 ｍあり、穴は一

番深いもので約 60 ㎝ありました。大人の男性が

腹這いで腕を伸ばして掘るとこのくらいの深さに

なりますから、当時の生活面があまり削られてい

ないと考えることができそうです。

　竪穴住居は２棟みつかりました。どちらも平面

形は隅丸方形で、1 辺は３～４ｍあります。その

うちの 1 棟は深さが約 50 ㎝あり、食物を煮炊き

するためのカマドが東側の壁際に取り付けられて

いました。煙
けむり

を外へ出すトンネル状の煙
えん

道
どう

までも

とてもよく残っていました。

　調査区の南東壁際では大きな穴（土
ど

坑
こう

）がみつ

かりました。調査区外に広がるため、全体の規模

はわかりませんが、最も深い所で深さ約 90cm あ

りました。埋まった土の中からは、たくさんの石

と一緒に須
す

恵
え

器
き

の坏
つき

や土
は

師
じ

器
き

の鍋
なべ

などの土器が出

土しました。

　今回みつかった建物などは、遺物から、奈良時

代後半から平安時代前半にかけて（８世紀後半～

９世紀前半）のもので、遺跡の主要範
はん

囲
い

が南東側

に広がることもわかりました。
調査員の思い出

土坑

掘立柱建物

竪穴住居
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④蛭
え び す

子田
だ

遺跡
東近江市木村町

　名神高速道路のインターチェンジ建設工事に伴

い、発掘調査を行いました。今回の調査では古墳

時代の川跡・竪
たて

穴
あな

住
じゅう

居
きょ※・掘立柱建物・円

えん

墳
ぷん

、

奈良～平安時代の掘立柱建物などがみつかってい

ます。特に古墳時代の川跡からはたくさんの土器

や木製品が出土しています。

★この遺跡の近くには…

近くの木村古墳群は「あかね古墳公園」とし

て復元されています。

蛭子田遺跡は雪野山古墳のすぐ近くです

↓雪野山古墳

竪穴住居：地面を堀くぼめて床とし、そこに屋根をかけた半   

　　　　　地下式建物
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　古墳時代の川跡からは、多くの土器とともにさ

まざまな種類の木製品がみつかっています。特に

珍しいものに木
もく

製
せい

壺
つぼ

鐙
あぶみ

があります。鐙
あぶみ

とは馬に乗

るときに足先を掛
か

ける馬
ば

具
ぐ

の一つです。古代の木

製壺鐙は、全国でもわずか 20 数例が知られるだ

けで、滋賀県内ではこれまでに東近江市（旧能登

川町）の斗
との

西
にし

遺跡で出土した１点しかみつかって

いませんでした。今回の調査では、保存状態の良

かった下の写真の鐙をはじめ、合計で３点が出土

しました。これらはいっしょに出土した土器の年

代から、５世紀後半頃のものと考えられ、国内で

も最古級の事例となります。

　川跡からは切り倒したときの切り口を残す木も

多く出土しています。木製品を作るために原木を

製材していたものと考えられます。木々を伐
ばっ

採
さい

し

たことに関連する遺物に、鉄
てっ

斧
ぷ

があります（今回

の調査で出土した鉄斧は、枝払いなどに使われて

いたと考えられます）。蛭子田遺跡の周辺には、

林業に従事していた人々が生活していたことが明

らかになりました。

　すごい勢いでの調査だったので、現場の雰囲

気全体が妙なハイテンションになっていまし

た。暑い日も寒い日もスコップを振るってくれ

た、調査に参加してい

ただいた皆さんに

感謝です。

川跡からみつかった木製壺鐙

鉄斧

伐採の痕跡がある大木

調査員の思い出

木製品の出土状況
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⑤下
しも

羽
はね

田
だ

遺跡

　平成 22 年度から調整池を掘るための事前調査

をしています。下羽田遺跡は雪野山から延びる丘

陵と瓶
かめ

割
わり

山
やま

に囲まれ、白
しら

鳥
とり

川
がわ

の東側に位置してい

ます。今回の調査では、縄文時代の終わり頃の住

居や墓、古墳時代の住居、平安時代の建物跡や石

を敷いて水辺でまつりを行った跡などが見つかっ

ています。平安時代の建物には、穀
こく

物
もつ

などを納め

た倉庫などがあります。

★この遺跡の近くには…

上平木町の御
み

澤
さわ

神社は、聖徳太子の伝説と

水にまつわる信仰で有名です。

東近江市上平木町

平安時代の掘立柱建物
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18※くわしく知りたい人は係の人に聞いてね

　縄文時代から平安時代

までの住居や建物跡が同

じ場所で重なっていて、

大変な発掘で疲れまし

た。

　縄文時代の終わり頃には、大人は地面に直接穴

を掘って埋められ、小さな子供は、日常使われて

いた大きな土器に葬
ほうむ

られるようになります。集落

の人々は幼くして亡くなった子供の死を大変悲し

み、直接土に埋めることはしなかったのでしょう。

また、大人も一度埋められた後、骨になってから

大きな土器に埋め直されたりすることもあり、亡

くなった人々を忘れないように大切にしていたこ

とがわかります。

　古墳時代には、周囲の山に古墳と呼ばれる土饅

頭のような墓が造られ、家は下羽田遺跡周辺で建

てられていました。この頃の家は地面を掘りくぼ

めた竪穴住居と呼ばれる家で、植物などを用いて

屋根を葺
ふ

いたと考えられています。

　平安時代には、昔の川の岸辺に建物が建てられ

るようになります。この頃の建物には、家のほか

に食料などを保管した立派な倉庫もありました。

これらの建物は規則的に配置され、整
せい

然
ぜん

とした空

間を形成していました。また、川の前では火を焚
た

き、水に対するまつりを行っていたようです。そ

の後、水に対するまつりは本格化して２～３cm

程度の大きさの石を何万個も敷き詰めて、日常で

使った土器などを細かく割り、そこで火を焚くよ

うになります。石を敷く行
こう

為
い

は現在の神社などで

もみられます。下羽田遺跡の石
いし

敷
じき

遺
い

構
こう

が同じよう

な意味をもつかどうかはわかりませんが、広い意

味で水の神をまつる神
しん

聖
せい

な場所であったと考えら

れます。しかし、この場所は武士が台
たい

頭
とう

する鎌倉

時代以降には田畑となったようです。

古墳時代の竪穴住居

縄文時代の土器棺墓

平安時代の石敷遺構

調査員の思い出

道状の石敷遺構
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⑥上
かみ

御
ご

殿
てん

遺跡

　河川改修工事に伴って、平成 20 年度から発掘

調査を実施しています。今回の調査では、古墳時

代の竪穴住居や木
もっ

棺
かん

墓
ぼ

、奈良時代後半～平安時代

初頭の倉庫群、平安時代後期の有力者の屋
や

敷
しき

とみ

られる大型掘立柱建物などがみつかりました。特

に、木棺墓からは美しいアクセサリーが出土しま

した。

高島市安曇川町三尾里

豊かな田園地帯に遺跡が広がります

★この遺跡の近くには…

近くの県史跡鴨
かも

稲
いな

荷
り

山
やま

古墳の石
せっ

棺
かん

は、奈良

県と大阪府の境にある二
に

上
じょう

山
ざん

から運ばれ

てきました。
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20※くわしく知りたい人は係の人に聞いてね

　古墳時代前期～中期に造られた木棺墓は、墳
ふん

丘
きゅう

や周溝といった区画施設を持たないお墓で、墓
ぼ

坑
こう

に木棺を納めたものです。長方形の墓坑は、長

さ 2.95 ｍ、幅 1.02 ｍあり、35 ㎝の深さで残っ

ていました。木棺は残っていませんでしたが痕
こん

跡
せき

を確認することができ、長さは不明なものの、幅

( 内法 )63 ㎝、棺材 ( 長側板 ) の厚さが 5 ㎝であ

ることがわかりました。　

　古墳時代の竪穴住居は、いずれも平面形が方形

のもので、前期 (５棟 )と後期 (２棟 )の７棟が

みつかりました。前期のうち１棟は一辺約８ｍの

規模があり、一辺５～７ｍの他の住居に比べると

大きな住居です。盟
みょう

主
しゅ

クラスとみられるこの住居

からは、土器のほか、鎌
かま

とみられる鉄器、糸をつ

むぐ道具である石製紡
ぼう

錘
すい

車
しゃ

が出土しています。

　墓坑の北東端 (写真上側の端 )から約１ｍ内側

の底面近くで、硬
こう

玉
ぎょく

製
せい

勾
まが

玉
たま

１点とガラス製小玉

82 点がまとまってみつかりました。出土した状

況から一連の首飾りなどを身に着けた状態で埋葬

されたと考えられます。勾玉は、縦の長さが2.5cm

あります。硬玉はヒスイとも呼ばれ、新潟県糸
いと

魚
い

川
がわ

市など限られた場所でしか採れない貴重なもの

です。

　木棺墓は、予想外の

発見でした。ガラス製

小玉はとっても小さ

く、写真を撮ったり図

面を作ったりするま

で無くならないかと、

とっても心配でした。

調査員の思い出

木棺墓

出土した玉類

竪穴住居

竪穴住居の炉跡が見えてきました

↑
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⑦中
なか

沢
ざわ

遺跡

　住宅地を造成するために発掘調査を実施しまし

た。中沢遺跡は、葉山川が形成した扇
せん

状
じょう

地
ち

の端

部にあたる、草津市西渋川から栗東市中沢にかけ

て広がります。弥生時代から古墳時代にかけての

集落が存在していたとされ、今回の調査では、集

落のほとりを流れる川跡がみつかり、たくさんの

遺物が出土しました。

★この遺跡の近くには…

草津は東海道と中山道が分岐する街
かい

道
どう

の町で

す。本
ほん

陣
じん

が当時のまま残っています。

草津市西渋川二丁目

川跡は大きく蛇行しながら流れていました

中山道↑
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22※くわしく知りたい人は係の人に聞いてね

　一番てこずったのは川

の掘
くっ

削
さく

。川に埋まった土

と地面の土との区別がつ

きにくかったり、たくさ

んの土器や木製品がみつ

かったり。沖
ちゅう

積
せき

地
ち

の川の

調査の怖さを思い知りま

した。

　今回の調査でみつかった遺構は、溝や川など

で、これらからは古墳時代前期の土器が出てきた

ので、その頃に使われ、埋まったものだとわかり

ました。建物跡はみつかりませんでしたが、調査

地一帯は当時の集落の一部と考えることができそ

うです。

　何本も見つかった溝は、どれも曲がりくねって

いて、中には一度掘り直されているものもありま

す。また、川跡は 4.5 ～ 5.0 ｍの幅がありますが、

調査区の南端では、３本の川筋が重なり合ってい

るなど、短期間で流れが複雑に変化したことを物

語っています。　

　川跡からは、たくさんの土器（土
は

師
じ

器
き

）や木製

品がみつかりました。木製品には、高
たか

床
ゆか

の建物に

登るための梯
はし

子
ご

や、船形の容器である槽
そう

など、た

くさんの製品が含まれていました。

　奈良時代以降、この土地はしばらく使われてい

ませんでしたが、室町時代（15 ～ 16 世紀）になっ

て再び利用されるようになります。直径６～７ｍ、

深さ 2.4 ｍの大きな穴は、深くなるほど狭まって

いきます。田んぼに入れる水を溜
た

めておく穴では

ないでしょうか。また、掘立柱建物とその横で見

つかった区画溝は、当時の家の跡と考えられます。

梯
はし

子
ご

が出土した様子

溝跡

調査員の思い出

中世の建物跡

川跡から出土した土器



体
験
学
習

遺
跡
案
内

遺
跡
探
訪

23

岡
おか

遺跡

　県道の拡幅工事に伴う発掘調査。

　岡遺跡は古代の栗本（栗太）郡
ぐん

衙
が

跡
あと

の遺跡とし

て有名です。今回の調査は、推定栗本郡衙からは

やや離れた地点での調査となりましたが、奈良時

代から平安時代の建物跡などがみつかりました。

栗東市下戸山

金
かねがもり

森西
にし

遺跡

　県道の拡幅工事に伴う発掘調査。

　今回の調査地点は、遺跡の南端付近にあたりま

す。古墳時代の集落の南に流れていた川跡がみつ

かり、土器などがみつかりました。

守山市金森町

新
しん

堂
どう

前
まえ

遺跡

　県道の拡幅工事に伴う発掘調査。

　調査を実施した面積は狭いものでしたが、鎌倉

時代の井戸跡や屋敷を区画したと考えられる溝跡

などがみつかりました。付近には立派な屋敷が

あったようです。

草津市新堂町

朝
あさ

日
ひ

遺跡・横
よこ

山
やま

城
じょう

遺跡

　県道の建設工事に伴う発掘調査。朝日遺跡は、

これまで、知られていなかった新発見の遺跡です。

　例年にない豪
ごう

雪
せつ

に見舞われた平成 23 年度。調

査は難
なん

渋
じゅう

を極めました。中世から近世にかけての

墓地や屋敷跡があったようです。

米原市朝日・長浜市石田町
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24※くわしく知りたい人は係の人に聞いてね

名勝史跡　竹
ちく

生
ぶ

島
しま

　都
つ

久
く

夫
ぶ

須
す

磨
ま

神社拝
はい

殿
でん

の保存修理に伴う調査。

　平成 23 年度は、測
そく

量
りょう

調査を実施しました。拝

殿床下の急斜面での測量は、頭上注意・足下注意

の危険な作業でした。

長浜市早崎町

下
しも

長
なが

・横
よこ

江
え

遺跡

　県道の建設工事に伴う発掘調査。

　扇状地の端部から低湿地に位置する遺跡群を串

刺しにするように調査を実施しました。古墳時代

から中世にかけての川の跡や、人工的に掘られた

水路の跡が多くみつかりました。

守山市大門町・三宅町

上
かみ

沢
さわ

遺跡

　調査を実施した面積は狭いものでしたが、古代

から中世の小穴や土坑がみつかりました。付近に

当時の集落があったと考えられます。

東近江市上平木町

その他の発掘調査
・関

せきのつ

津 城
じょう

遺跡　（大津市）

・塚
つか

岩
いわ

古墳群　 （野洲市）

・沢
さわ

尻
じり

遺跡　　 （甲賀市）

・相
あい

谷
だに

寺
てら

前
まえ

遺跡（東近江市）

・狛
こま

氏
し

館
やかた

遺跡  （東近江市）

・堤
つつみ

ヶ
が

谷
たに

遺跡　 （竜王町）

規模の小さな調査が多かったですが、滋賀県の歴

史を示す貴重な成果を得ることができました。甲賀市　沢
さわ

尻
じり

遺跡

東近江市　狛
こま

氏
し

館
やかた

遺跡
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25

遺跡見学に行こう！
興味がわいてきたら…

第１ステップ　現地説明会へ行こう
　文化財保護協会では、発掘調査の途中で、現地説明会

を実施して、遺跡の本当の姿を見ていただける機会をも

うけるようにしています。

　本物の遺跡を前に、わかりやすく説明するので、遺跡入門に最適です。現地説明会の開催は、新聞

やテレビのニュースでお知らせするほか、当協会のホームページでもお知らせしています。皆さんも

ぜひ、参加してください。

　遺跡の中には、遺跡公園として保存・整備されている場合もあります。昔の姿を想像できるように

住居などを復元しているほか、見学しやすいように通路を設けたり、説明版を設置したりしています。

　きっと、あなたの家の近くにも遺跡公園があると思います。ハイキングやサイクリングの途中に寄っ

ても楽しいでしょう。

現地説明会の様子（晴れの日も少々の雨の日も…）

東近江市木村古墳群（あかね古墳公園）

（約 1500 年前の湖東平野を支配していた王の墓です）

大津市史跡近江大津宮錦織遺跡

（天智天皇が 1300 年以上前に大和から遷都した大津宮跡

にあたります。明治時代に建てられた『志賀宮址碑』の

隣から、巨大な柱跡がみつかりました）

第２ステップ　遺跡公園へ行こう
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26※くわしく知りたい人は係の人に聞いてね

古墳は森の中に「こんもり」盛り上がっている場合もあ

ります。

史跡近江国府跡の位置

　現地見学会や遺跡公園に慣れれば、いよいよ本格的な遺跡探検に出かけましょう！

　古墳や城跡は、整備や復元がなされていなくても、少し慣れれば、遺跡であることが理解できるので、

　ここで、滋賀県埋蔵文化財センターの近くに

ある史跡公園として、史跡近江国府跡を紹介し

ます。

　近江国府は、昭和 38 年に発掘調査が行われ

て、我が国で初めて国庁の中心建物（政庁）が

見つかりました。今の県庁にあたる遺跡です。

　その後、史跡公園として整備が行われて、建

物跡や基壇部分が復元されています。その広さ

を実感してみてください、

遺跡探検に最適です。はじめは、慣れた人と一緒

に出かけて、見所や遺跡見学のルールを教えても

らうと良いでしょう。また、当協会や各教育委員

会主催の「遺跡巡り」もあります。気軽に、参加

してみてください。

　本格的な遺跡見学になれば、山の中を歩いたり、

川を渡ったりすることもあるので、大人と一緒に

行動し、服装や持ちものなどにも、万全な準備と

計画が必要です。

第３ステップ　山の中へ　未知の遺跡を求めて！！

■史跡　近江国府へ行こう！！

②骨組みによる建物の復元

①復元された木装基壇

↑
　②

↑
　①
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